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論文内容の要旨

この論文は、金属材料の残留応力の X線による測定の精度を向上させ、多相金属材料の残留応力の

測定に関する研究を行なったものである。

金属材料中に占める体積割合の小さい微量な相の挙動は従来技術的に測定が困難であり、他の測定

結果から推論するに留っていたものである。

本研究では鋼の代表的組織と焼結合金の残留応力測定において材料を構成する来H織聞の応力関係を

解析した。

第 1 編は X線による応力測定の精度を向上させ、その応用範囲を拡大するための研究であり、要約

すれば次のようである。

1 )回折線を正確に検出するために集中法による測定で、集中条件を常に満足せしめる自動焦点、追

跡装置を試作して好結果を得た。

2 )回折線の半価幅が2.5
0

(2 f) )以下の場合には回折線強度に影響を及ぼすローレンツかたより

因子台よび吸収因子による修正は応力測定では必要で、はないことを示した。

3) Kα 二重線の分離について逐次計算法を提案し、従来のRachinger の方法よりも精度よく分

離されることを示した。

4) 回折線を確率密度分布関数で近似することによって非常に弱くまた拡散した回折線でも精度よ

くピーク位置を決定することができることを示した。

5 )ディフラクトメーターの原理によって、はん点状の回折線を示す粗大結晶粒材の応力測定が十

分可能で、あることを示した。

6 )従来かえりみられなかった低角度領域における回折線による応力測定装置を試作し、その測定

精度について論ビて、十分応力測定に利用し得ることを示した。
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第 2編は多相金属材料にわいて、それを構成する各相の応力を直接測定して、相聞の応力について

解析したものである。結果を要約すれば次のようである。

1 )焼入れした軸受鋼の表面では熱応力による大きな圧縮残留応力があり、変態の際の体積変化に

よってマルテンサイト相には圧縮、残留オーステナイト相には引張の相応力が存在することを認めた。

2) 炭素工具鋼を引張塑性変形させ、除荷した後にはセメンタイト相には大きな引張残留応力、フ

ェライト相には圧縮残留応力が生じるとともに、このセメンタイト相の残留応力は変形の初期に急激

に増加し、最大値を示した後減少して変形の中期以後は一定となる。

3) wc-c 0 系焼結合金ではWC相には引張、 Co 相には圧縮の相応力を認めたが、各相の熱膨

張率から弾性学的に計算した値と一致しない。これは冷却の際に膨張率の相違によって Co相に大き

な応力が加わり Co相が塑性変形するためと考えられる。

以上本論文は各種の材料についてそれを構成する組織聞の応力を解析し残留応力の生成機構の研究

の一端に寄与するため多相金属材料の残留応力測定の研究を行なったものである。

論文の審査結果の要旨

本論文は、 X線による残留応力測定法の精度を向上させるとともに、その応用として多相金属材料

にわける各組織聞の残留応力を解析した実験的研究である。

すなわち、集中法の測定において回折線を正確に検出するため、自動焦点追跡装置を試作して好結

果をむさめ、さらに回折線を確率密度分布関数で近似することによって、拡散した回折線のピーク位

置を精度よく決定することに成功している。また、測定が非常に困難で、あった粗大結晶粒をもっ材料

.に対しでも、ディフラクトメータの原理をたくみに応用して測定が十分可能で、あることを示すととも

に、従来かえりみられなかった低回折角度領域における応力測定装置を試作してセメンタイト相の残

留応力測定に成功している。さらに以上の基礎的研究をもとにして、各種炭素鋼のフェライト相のみ

ならず、マルテンサイト、セメンタイト、わよび残留オーステナイト等の各相の残留応力を測定して、

これら組織聞の応力関係を実験的に解析した。

このように本研究は、 X線による応力測定法の適用範囲を著しく拡大したものであり、工学上なら

びに工業上貢献するところが大きしh よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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